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序

 本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を

 実施した、米沢城跡の第2次調査の成果をまとめたものです。

 米沢城跡は山形県南東部の米沢市に所在し、市街地のほぼ

 中央に位置しています。米沢市は、奥羽山脈や吾妻山地など

 の高い山々に囲まれて、独自性の強い文化を展開してきまし

 た。自然の要害を備えるこの地は、中世室町時代には伊達氏

 が本拠地を構え:、また、江戸時代に入っては、上杉氏の城下

 町として栄え、さらに現在では、山形新幹線の開通や道路交

 通網などの整備充実によって、山形県の玄関口としての役割

 を担っています。

 この度、県道米沢猪苗代線3・4・4窪田・諸仏線道路改

 良工事に含まれる道路拡張に伴い、工事に先立って米沢城跡

 の発掘調査を実施しました。

 今回の調査では、中世伊達氏時代の溝跡や、近世二の丸東

 大手門周辺に位置すると思われる堀跡の一部など、当時周辺

 地域の中心をなした米沢城の様子を窺わせる遺構が確認され、

 また当時の生活の一端を示す多様な出土遺物を得ました。

 埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた

 貴重な国民的財産といえます。この祖先から伝えられた文化

 財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫へと

 伝えていくことが、私たちの重要な責務と考えます。その意

 味で、本書が文化財保護活動の啓発・普及、学術研究、教育

 活動などの一助となれば幸いです。

 最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係

 各位に心から感謝申し上げます。

 平成13年3月

 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理事長木場清耕



  例言

  1本書は、県道米沢猪苗代線3・4・4窪田・諸仏線道路改良工事に係る「米沢城跡」の発
  掘調査報告書である。

  2調査は山形県土木部米沢建設事務所の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが
  実施した。

  3調査要項は下記のとおりである。

  遺跡名米沢城跡遺跡番号1216

  所在地山形県米沢市丸の内一丁目

  調査主体財団法人山形県埋蔵文化財センター

  受託期間平成12年4月1日～平成13年3月31日
  現地調査平成12年5月17日～平成12年7月7日
  調査担当者調査第三課長佐藤正俊

  主任調査研究員氏家信行

  調査研究員齋藤健(調査主任)
  副調査員渋谷純子

  4発掘調査及び本書を作成するのにあたり、山形県土木部米沢建設事務所道路計画課、東南
  置賜教育事務所、米沢市教育委員会等関係機関にご協力いただいた。

  5本書の制作・執筆は齋藤健・渋谷純子が担当し、編集は須賀井新人・多田和弘が担当し、
  全体については佐藤正俊が監修した。

  6委託業務は遺構写真実測を国際航業株式会社、理化学分析をパリノ・サーヴェイ株式会社、
  出土遺物保存処理を株式会社東都文化財保存研究所に委託した。

  7出土遺物、調査記録類は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管している。

  凡例

  1本書で使用した遺構・遺物の分類記号は

  SK…土坑SD…溝跡・堀跡SX…性格不明遺構
  SP…ピットS……石P……土器・陶磁器

  2遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書の番号として踏襲した。
  3報告書執筆基準は下記のとおりである。

  (1)遺跡概要図・遺構配置図中の方位は磁北を示している。
  (2)グリッドの南北軸はN-20。一Eを測り、5m×5mを基準に設定した。
  (3)遺構実測図は1/40～1/80他の縮図で採録し、各々スケールを付した。
  (4)遺物実測図・拓影図は原則的に1/2、1/4で採録し、各々スケールを付した。
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 Ⅰ調査の経緯

 今回の調査は、県道米沢猪苗代線3・4・4窪田・諸仏線道路改良工事に係る緊急発掘調査

 である。調査にあたり、山形県教育庁文化財課と米沢建設事務所が協議を重ね、米沢建設事務

 所より委託を受けた財団法人山形県埋蔵文化財センターが主体となり、事業により掘削を受け

 る部分に対し、記録保存を目的とした発掘調査を実施した。

 発掘調査は平成12年5月17日から7月7日までの延べ51日間実施した。調査区は、南北約200

 m、東西約11mで、面積は2,200㎡である。これをA～Dの4区に分け、それぞれ調査区北端

 から北側工事用通路までをA区、北側工事用通路と南側工事用通路に挟まれた部分のうち北側

 をB区、南側をC区、南側工事用通路から調査区南端までをD区とした。

 調査の進行は次の通りである。5月17日に機材搬入、環境整備等を行い、C・D区表土除去

 後、面整理・遺構精査・記録作業を開始する。6:月19日にA・B区表土除去を開始し、A・B
 区域の面整理・遺構精査・記録作業を開始する。7月6日に関係者を対象に調査説明会を実施

 した。7月7日機材搬出し、現地調査を終了した。

 II遺跡の立地と環境

 米沢城跡は、米沢市街地の約四分の一を占める遺跡であり、本丸を中心として三の丸の一部

 を含めた東西約600m、南北約560m、面積約336,600㎡の範囲が遺跡に登録されている。

 地理的には米沢市街のほぼ中央に位置し、標高約289mを測る。米沢市は南を吾妻山地と東鉢

 山地、東を奥羽山脈系の豪士山地と番城山地、北を唐戸屋山地と白鷹火山地、西を玉庭丘陵と

 笹野山地に囲まれた米沢盆地の南半部にあり、三方を山に囲まれている。

 近世の地誌『米沢事跡考』によると、米沢城は文治5年(1189)の奥羽合戦で長井荘・寒河

 江荘を得た大江氏が暦仁元年(1238)に築城したという。

 康暦2年(天授6年)(1380)、長井荘は伊達宗遠により押領された。伊達氏は奥羽合戦で伊達

 郡を得た関東御家人である。天文18年(1549)頃晴宗は本拠地を米沢に移した。当時の米沢に

 ついては史料からある程度様子が窺える。天正19年(1591)政宗は岩出山に転封になる。

 それに代わり、米沢は蒲生氏郷領となる。氏郷は会津に本拠地を置き、米沢は家臣の蒲生郷

 安に与えられた。しかし蒲生氏は慶長3年(1598)宇都宮18万石に減封となる。

 その後上杉景勝が会津120万石を得て入部し、米沢城は直江兼続の居城となったが、景勝は

 関ヶ原の戦いで西軍に属し、30万石に減封され、米沢城に景勝が移り米沢藩が成立した。『上杉

 家記』によると景勝入府後直ちに二の丸が普請され、慶長年間には三の丸も完成したという。

 寛文4年(1664)米沢藩が15万石に削封になり削封地から家臣が流入し、城下の拡大が見ら

 れる。また、郊外の東原・南原などに「原方衆」と呼ばれた半士半農の下級家臣を配置した。

 米沢藩は明治維新とともに消滅し、明治4年(1871)には二の丸の土塁、堀の取り壊しが行

 われた。城下は、現在も当時の町割りを多く残し市街地が営まれている。







 遺構と遺物

 Ⅲ遺構と遺物

 1調査の概要

 A区は地表下約2m重機で掘削しても旧米沢工業高校(以下米工)の旧校舎廃材が多数出土

 した。また、掘削時に西壁面が崩落したため、それ以上の掘削は諦め、手掘で数十cm下げたが

 様相に変化が見られず、A区の調査は断念した。なお、A区には昭和30年代まで旧二の丸外堀

 が縮小しながらも防火用水池として残っていた。B区北側も大規模に撹乱を受けていたために

 調査を断念した。他にも、調査区全体で多くの近代以降の撹乱が存在している。遺物の出土量

 は全体に少なく、整理箱で24箱であり、遺物が出土しなかった遺構もある。

 基本層序(第3図)は場所により差異が見られるが、基本的に4層から成る。Ⅰ層は現代の

 整地層で、コンクリート片などを含む。1層は比較的薄い。所により1層に撹乱され、存在し

 ない所もある。Ⅲ層は厚い整地層である。Ⅱ、Ⅲ層は土質的に近いことから、さほど時間差を

 置かずに整地されたものと見られ、近代の整地層と見られる。IV層は薄い整地層で、近世の遺

 構は概ねこの層を切ることから、近世初期に二の丸、三の丸造成時に盛られたものと見られる。

 C区南側にほぼ分布範囲が限られていた。

 以下に主な遺構と出土遺物の概略を述べるが、遺物については表に詳細を記した。

 2主な遺構と出土遺物

 SD2(第5図)

 位置・規模・形態C区38-1～3グリッド(以下G)に位置する。SD3を切り、SK1

 に切られる。長さ約6.2m、幅は1～1.2mである。深さは0.56mである。東側は標高249.46m、

 西側は249.33mあり、西側が若干低くなっている。下層は崩落土で、上層には焼土を粒状に含

 む。西側からは径20～30cmほどの礫がまとまって出土している。

 出土遺物瓦質土器2点、磁器2点のほか箸が8点出土した。

 時期重複関係や出土遺物から16世紀末から17世紀初頭の遺構である。

 SD3ぐ第5図)

 位置・規模・形態C区36～39-1、2Gに位置し、南側は撹乱で、SD2、6、7とSK

 1に切られている。長さ約11m、幅は1～1.4m、深さ0.54mの溝である。北側は標高249.26m、

 南側は標高249.22mあり、南側が若干低い。土層上部に焼土が大量に検出された。

 出土遺物遺構内からはかわらけ5点、瓦質土器1点、陶器2点、磁器2点、貨幣9点、木

 製碗が2点、用途不明木製品が1点、焼土層の直上から漆塗容器が出土した。また、周囲から

 は同時期とみられる土師質土器3点、磁器1点も出土している。遺物の年代は概ね16世紀代に

 比定される。底から永楽通宝8枚が絡銭の状態で出土した。

 時期遺物と遺構の年代はほぼ一致するとみられ、16世紀後半に廃絶したものとみられる。

 SD35(第6図)

 位置・規模・形態D区42、43-2、3Gに位置する。C区では延長部分が検出されないた

 一5一





 め、工事用搬入口の辺りで屈曲するか消滅しているとみられる。断面はU字状である。長さは
 約6m、幅は約1.2m、深さは0.4mある。土層を観察すると、崩落土が主体を占めている。

 出土遺物焼塩壺の蓋と見られる土製品1点、磁器が1点である。

 時期近世の区画溝とみられる。廃絶時は廃城後の明治4年(1871)頃とみられる。

 SD45(第6図)

 位置・規模・形態B区24～30-2Gに位置する。北側は撹乱され、南側ではSK44を切っ
 て消滅している。長さは約31.2m、幅は0.6～1.2m、深さ0.2mのほぼ直線で、断面はV字状の

 薬研堀である。北側は標高248.92m、南側は249.50mあり、北側が若干低くなっている。

 出土遣物北端から石皿状の石製品が1点のみ出土した。

 時期時期を特定できる遺物がないが、他の遺構との重複具合から16世紀末以降17世紀前半、
 景勝入府から三の丸造成までの極めて短い期間に造営、廃絶された可能性が強い。

 SD46(第6図)

 位置・規模・形態B区29、30-2Gに位置し、西側はSD48で、東側はSD45、SK44に

 切られている。幅はL8m、深さ0.56mある。土層を観察すると、半分ほど堆積土である。

 出土遺物陶器1点と磁器が2点出土している。

 時期遺物から16世紀末頃に廃絶したものとみられる。

 SD48(第7図)

 位置・規模・形態B区27～29-2Gに位置する。西側が調査区外であるために全体は調査
 できなかった。掘り方の外側が12.6m、杭列の内側が10.4mの長さが、幅は2.6m、深さ0.46m

 ある。岸には護岸のために杭が垂直のものと斜めのものが交互に隙間無く打ち込まれ、その上

 に板が渡されている。さらに上には短径20cm長径40cm程の石材が積み上げられていた。絵図面

 の位置や大きさから近世二の丸外堀で大手門の馬出の南側の堀とみられる。明治4年に二の丸
 の土塁と堀が破却され埋め立てられた時、SD48も埋め立てられたとみられる。その後に竹筒

 製の水道や便所桶SK49が設けられた。土層を観察すると、SD全体を掘削後、9層が自然崩

 落し、杭などの護岸施設を設置しながら7、8層で埋め戻した。機能時は頻繁に浚渫が行われ

 ていたとみられる。廃絶時に上部の石組が一部崩されて、1～6層土で埋められたとみられる。

 また、北東部に張出が見られる。検出時には同一遺構と見られたが、掘り下げていくと張出部

 の杭列がSD48の杭列、石積みを壊し、延長部では明らかにSD48の底面より上層に張出部の

 杭が存在していたことから、SD48廃絶後に張出部分は設置されたと見られる。

 出土遺物かわらけ7点、土師質の火鉢3点、陶器6点、磁器8点、木製品4点出土した。

 遺物の年代は概ね19世紀代のものとみられる。

 時期慶長年間(1596～1615)末には三の丸外堀も完成したことから、存続年代は17世紀初

 頭～1871年までとみられる。

 SK1(第7図)

 位置・規模・形態37、38-2Gに位置し、SD2、3、5を切る。2.36×2.5m深さ0.46m

 の不定方形の土坑である。比較的時期が近いと見られる。土層は、6層は掘削直後の自然崩落



 で、その後人為的に埋め戻されたとみられる。7～10層はSD2の堆積層である。

 出土遺物かわらけ1点、土師質の焙烙、焼塩壷各1点、瓦質の風炉と陶器の皿が出土して

 いる。出土遺物は被熱しているものが多い。焼塩壷は手づくねで無銘である。

 時期焼塩壷(11-6)は17世紀前半の特徴を持つため、概ねその時期と見られる。

 SK14(第7図)

 位置・規模・形態C区32-2、3Gに位置し、径は約1mで、深さは0.2mと浅い。土層を

 観察すると2層は掘削直後の自然崩落で、1層は人為的埋め戻しとみられる。

 出土遺物磁器皿が1点出土している。

 SK30(第8図)

 位置・規模・形態D区43-1、2Gに位置する。東側が僅かに撹乱されている。3.2×1.7

 m、深さ0.9m程の規模で、平面はそら豆型をしている。壁面はほぼ垂直に落ち込み、底面は平

 らである。土層は、9～11層は土坑掘削直後の自然崩落層、1～8層は堆積層とみられる。絵

 図から、三の丸武家屋敷地内に入ると見られるため、屋敷内のゴミ投棄用土坑と見られる。

 出土遺物土師質土器2点と陶器2点、磁器3点、石製品1点、木製品5点、銭貨5点。

時期近世

 SK31(第8図)

 位置・規模・形態D区42-2Gに位置する。SD33に西端を僅かに切られている。1×1.95

 mの規模で、深さO.52mある。平面形は隅丸方形を呈し、断面はほぼ垂直に落ち込み、底面は

 平らであった。土層を観察すると、所々に自然崩落土層を挿みながら堆積土が重なっている。

 出土遺物土師質土器と陶器の破片が1片ずつ出土している。陶器片は被熱している。

 SK32(第8図)

 位置・規模・形態D区44-2Gに位置する。0.75×1.35m、深さ0.18m。土層を観察する

 と人為的に埋め戻されたようだ。

 出土遺物かわらけ2点、土製品1点、陶器3点が出土している。陶器は絵唐津、志野の他、

 米沢市内の戸長里窯産の擂鉢片も出土してる。概ね下限は17世紀前半にまとまる。

 時期遺物から17世紀前半であると見られる。

 SK44(第9図)

 位置・規模・形態B区29、30-1、2Gに位置する。東側はSD45に切られている。また

 SD46を切っている。直径は約4m、深さ0.72mでほぼ円形をしていると見られる。土坑底部

 には数本杭が打ち込まれている。土層は自然堆積はほとんど見られず、崩落土であることから、

 掘削された後比較的短期間の内に埋め戻されたと見られ、ゴミなどの投棄坑であると思われる。

 出土遺物かわらけ1点、内耳鍋片2点、焙烙1点、瓦質十器2点、陶器2点、磁器1点、

 硯1点が出土している。11-23は全体に被熱し、焙烙の蓋である可能性が高い。

 時期遺物から16世紀末から17世紀初頭にかけてのかなり短い期間存続したのであろう。

 SX17(第8図)

 位置・規模・形態C区32-2Gに位置し、東側は撹乱により削平されている。径0.95m、



 深さ0.56m程である。上層には礫を多く含む層があり、全体に焼土を含む層が多い。

 出土遺物かわらけが1点出土している。

 SX55(第9図)

 位置・規模・形態B区25、26-2Gに位置する。東側はSD45に撹乱され、西側は調査区

 外である。3.4×3.7m、深さ0.2m程の不定形。検出時は大型の土坑と見られたが、実際に掘り

 下げると非常に浅く、落ち込みと見られる。土層断面から人為的な埋め戻しと見られる。

 出土遺物瓦質土器と陶器2点が出土。

 時期出土遺物の年代からは、16世紀末～17世紀初頭だが、流れ込みである可能性もある。

 3その他の遺構と遺物

 遺構は挿図掲載しなかったが、図化した遺物がある遺構について以下に概略を述べる。

 SD4(第4図)

 位置・規模・形態C区38-1、2Gに位置し、L字状に屈曲している。東西軸南北朝とも

 約1.4m、幅は0.3m、深さ0.15mである。黒色のシルトが堆積している。

 出土遺物陶器1点、磁器2点である。遺物の年代は18世紀以降とみられる。

 時期近世中期以降の遺構とみられる。

 SX34(第4図)

 位置・規模・形態D区45～48-1、2Gに位置する。長さ12m以上、深さ0.4mあり、東西

 とも調査区外に伸びている。全体的に黒褐色粘質シルトの自然堆積層で形成されているが、南

 側は撹乱されている。中央部分もコンクリート製の建物基礎により撹乱されている。遺構全体

 も近代以降の遺物の混入が見られた。平成11年度の市教育委員会の調査で、周囲でこの遺構の

 延長とみられる遺構が検出された。市教委では池跡と推定している。

 出土遺物陶器15点、磁器4点、瓦質土器2点、土師質土器2点、土製品1点、石鉢1点、

 銭貨1点、木製品4点が出土した。

 時期遺物の年代から19世紀後半ぐらいに廃絶したとみられる。

 IVまとめ

 調査区は市街地の中心部であり、決して遺構の遺存状況は良好とは言えない状況であった。

 それでも今回の調査の結果得るものは多かった。紙幅が足りないため以下簡略に述べる。

 ①今回の調査でも、16世紀を遡る遺構遺物は検出されず、長井氏の関連は窺えなかった。②

 遺構遺物は伊達期、蒲生・直江期、上杉期の3期があり、それぞれ溝跡の軸線の傾きが異なる。

 ③上杉以前の遺構は溝が多く、上杉期は屋敷地内の土坑も目立つ。

 上杉期以前の米沢の様子は詳細は不明であるが、伊達期にはある程度城下町の整備が行われ

 ていたことが知られている。蒲生・直江期にはそれが基本的に踏襲され、小規模な変更のみが

 行われたことであろう。上杉氏が入府すると、慶長年間に城下の大規模な改変が行われている。
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